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D D夏季合宿報告要旨 860822 
試論『ドンデーン村をめぐる宗教的世界と担い手』





2. 「生き方 J （男性／女性）に関わる宗教的世界
3.モータムと信奉者の社会的関係の実態
4.宗教的世界の変化
1 [ D D宗教的世界（農並立Ji）の構成】
( 1 ）圧倒的に多い『小寺』 ( samnaksong) ＝寺院の自主運営



















これに先行 「村の守護霊信仰」 phi pu ta / cham 











































d ：東北タイ地方に顕著な「高館者」（phumi bun）、 「霊能者」（phu
wits et）の伝統およびその背景となる「弥勅信仰」（PhraSian）との
関わり
( 4 ）ドンデーン村におけるモータム：「守護力」の布置（ NL28表 1一）
a ：モータム各派の伝播・定着と共存→村の伝統的守護霊信何の「改革」
















































問題である）、 ［形式儀礼的なことよりも］カチン、日々の食事布施、 5, 8 
戒の遵守といった自己犠牲、自発的行動がより大きな功徳を得る行為である』














東北タイ主要県の僧侶、見習僧、寺院数 ：文部省宗教局年鑑 1983 ( 1981) 
[ 1 J主要各県比較： 1983（仏暦2526）年
全国／ 仏教徒人口： 47,049,223 BANGKOK / 仏教徒人口： 4,730,302 
寺院総数 31,187 寺院総数 408 
僧侶 267,416 僧侶 17, 682 
見習憎 130,571 見習僧 5,579 
AYUTHAYA／仏教徒人口： 597,240 CHIANGMAI ／仏教徒人口： 1,180,319 
寺院総数 482 寺院総数 1,205 
僧侶 13, 734 僧侶 3,500 














? ??????? ?? ?? N. SI THAM RT／仏教徒人口： 1,239,109
寺院総数 : 596 
僧侶 : 5,385 
見習僧 : 2, 144 
参考： 1981 （仏暦2524）年のデータ
全国／ 仏教徒人口： 45,594,418 BANGKOK / 仏教徒人口： 4,918,751 
寺院総数 30,459 寺院総数 419 
僧侶 350,255 僧侶 19,961 
見習僧 143,115 見習｛首 6,587 
AYUTHAYA／仏教徒人口： 596,889 CHIANGMAI ／仏教徒人口： 1,131,411 
寺院総数 478 寺院総数 l, 15 7 
僧侶 16,410 ｛曽侶 3,106 
見習僧 1,702 見習憎 7,085 
KHONKAEN／仏教徒人口： 1,381,246 N. SITHAMRT ／仏教徒人口： 1,215,233 
寺院総数 1,468 寺院総数 608 
僧侶 13,129 僧侶 5,863 


























[ 3 ］『浄域設定の勅許を受けた寺院Cwisungkhams ima）』と『小寺（samnaksong）』
総寺院数 ／『浄域設定された寺院』 『小寺』
BANGKOK 408 398 10 
AYUTHAYA 482 39 6 86 
NAKHONPATHOK 181 14 0 41 
KHONKAEN 1,347 376 971 
UDONTHANI 1,735 578 1,157 
KHORAT 1,430 605 825 
CHIANGRAI 763 36 7 396 
CHIANGKAI 1,205 492 713 
SUKHOTHAI 252 12 7 130 
［全国 31,187 15,130 16,404 ］原文ママ









第 9管区（コンケンが含まれる）平均＝ 6 : 5 （憎侶：見習僧）
県別 KHON KAEN 5:5 MAHA SARAKHAM 8:4 
KARAS IN 4:5 RO I-ET 4:3 
CF：東北・南部（第11管区） 平均＝ 8:4 （全国平均と同値）
県別 KHORAT 8:4 CHAIYAPHUM 8:2 
BURIRAM 6:5 SURIN 8:5 
CF：東北・北部（第8管区） 平均＝ 4:4
県別 UDONTHANI 4:4 NONGKHAI 2:2 
LOE! 3:5 SAKHON NAKHON 3:4 
ドンデーンの社企宣では、僧侶が不足気味である。筆者調査時（ 1981-1982-1983）で
は還俗者の動きによって変動はあるものの、極端な見習憎の数の卓越が目につく［ p 




水野は1964年の安居期におげる比率をほぼ半々［僧9‘県習憎 8. （寺二子3) ］と報
告している（水野1981: 164 ）。
時代をさらに遡って古老の記憶を辿ると、半世紀以上前［ 19 23年頃］でも安居間：症に
僧伺が 6-7人‘原習憎ほ数支切れぬほ Yの者が出家したということからも（ BUA KI 
ANGKAEO : FN83/866 ）、見習憎の出家が盛んであったことがうかがえる。
1983年にできた轟の寺（WATPA〕では、圧倒的に僧侶の数が多い［83 FEB.-OCT.］。［ P
























( LIST OF MO THIAOWADA & MO THAM ) 













Second Generation of Ko Tham: 19 
*2, 4, 5, 6+ 
－ー3.2-
no. of Chart. 
26; 2/1 










































































LUK PHUNG LUK THI EN 
（妻）＝従属者／帰依者 女
（メーチー得度式）
［母］ ＝耕地の保守保有 祖霊
生産・生殖の世俗界＝循環／系譜
-3玉一一
支＠
